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●120人に１人が外国人
（0．83％）
●約85か国や地域から
●約９割がアジアから
●1年間で500人強増加

徳島県国籍別在留外国人数

H30.１２月
6,073人
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徳島県在留資格別在留外国人数

技能実習 2,788 

永住者 1,260 

留学生 405 

日本人の配偶者 320 

家族滞在 263 

特定活動 231 

特別永住者 186 

定住者 153 

技術、人文知識 国際業務 144 

教育 105 

技能 85 

永住者の配偶者等 34 

投資・経営・管理 28 

上記以外の資格 71 

6,073 

国際交流・協力の推進
●阿波おどり交流 ●ホームステイ・ビジットの受入
●学校等への在住外国人講師派遣 ●国際理解フォーラム
●各種ボランティア登録＆研修

多文化共生・国際理解の推進
●外国人による日本語弁論大会●中高校生夏期英語セミナー
●日本語教室●夏休み子ども日本語教室●防災意識啓発

情報の収集・発信
●多文化共生総合相談ワンストップセンタ－
●外国人観光客案内業務 ●外国人生活相談
●英語・中国語情報誌の発行



徳島県内の日本語支援

●在住外国人への日本語支援は平成２年の設立時より当協会で実施

●当協会で7クラス（40回/年）開講

（Ｈ25年度～30年度の6年間・・・文化庁事業として実施）

●県内6地域に県委託事業の日本語教室を開講。

●その他、民間団体が日本語教室開催中（空白地域１3市町村）

●地域日本語支援ボランティア養成講座も平成13年度より開始

（今年度は日本語空白地域で開催予定）

●ボランティアスキルアップ講座の開催

徳島県国際交流協会（TOPIA）
TOPIA日本語教室週７クラスほか（H2から開催

H25～30までの6年間は文化庁事業
【生活者としての外国人のための日本語教育】 ）

県内6カ所で日本語教室の開催

日本語支援ボランティア養成講座
スキルアップ講座開催（今年度11月から日本語
教室空白地帯で養成講座開催）

夏休み子ども日本語教室（サマースクール）

県市町村教育委員会
県国際課 県雇用政策担当課

（徳島県労働者福祉協議会）

【帰国・外国人児童生
徒のための】
日本語支援・通訳支援

【就職へ繋げるための】
日本語講座（就職・介護・運
転免許・保護者のための日本
語講座等）

徳島県の日本語教育事業

ＪＴＭとくしま日本語ネットワーク

日本語サロン・子ども寺子屋

徳島で暮らすの外国人の
ための日本語教育

各地域国際交流協会
日本語支援ボランティア養成講座

委託 大学
高校
中学

地域
行政

文化庁 スタートアップ事業
美波町（ハーモニー） H30終了
つるぎ町（ともに）で活用中



つるぎ町スタート
アップ事業
H29年度～

美波町スタートアップ事業
H30年度終了

今年度より徳島県委託事業

日本語支援ボランティア
養成講座 今年度11月から

美馬市

小松島市

阿南市

美波町

三好市

阿波町

吉野川市
徳島市

鳴門市

石井町

藍住町

県委託日本語教室

独自 日本語教室

つるぎ町

料理のことばを勉強しながら
和食づくりにＴＲＹ

防災についての勉強
緊急電話の勉強 職場体験の中学生受け入れ

やさしい日本
語での落語会



地域との連携（お客ではなく地域の一員）

地域の中で収穫の手伝いをしたり
イベントの準備を共にする。

学習者が日本語
だけではなく、生活
をしていく上での大
切な情報を得るこ
とができる

支援者と学習者との
間に信頼関係ができ
る

職場の人たち、近
所の人たちとコミュ
ニケーションがとれる
ようになる

・安心して地域社
会の一員として生
活できる

・学習しやすくなる
・支援者が学習者の
事を良く理解し、支
援することができる等

・円滑な日常生活
・孤独にならない
・災害弱者にならな
い等

教える場→寄り添う場

日本語教室：多文化共生の拠点をめざす



コーディネーターとして

●県内の日本語支援者や団体とのパイプ役

●日本に在住する外国人と支援者とのパイプ役

●受講者と受講者のパイプ役

●ネットワークづくり
（TOPIAと行政・企業・団体・学校・地域・個人）
●活動しやすい環境作り／学習しやすい環境づくり
●日本語教室空白地域へのアプロ－チ

日本語教室→外国人との共生社会の実現への一助


